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和 文 抄 録 ： 本 研 究 の 目 的 は 、 看 護 学 生 の ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に よ る 学 習 効 果 を 明 ら か に す る こ と で
あ る 。 分 析 し た 結 果 ､ 次 の こ と が 明 ら か に な っ た 。 【 医 療 安 全 の 認 識 の 向 上 】 、 【 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 分 析 の
重 要 性 】 、 【 情 報 共 有 の 重 要 性 】 、 【 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 の 重 要 性 】 、 【 自 己 効 力 感 の 向 上 】 が 抽 出 さ れ
た 。 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 は 学 生 の 危 険 予 知 能 力 の 向 上 に 影 響 を 与 え て い る 。 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会
は 学 生 の 医 療 安 全 の 認 識 の 変 化 に 影 響 を 与 え て い る 。 臨 地 実 習 時 間 内 に ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 を 実 施
す る こ と が 必 要 で あ る 。 看 護 教 員 と 実 習 指 導 者 が 共 に 医 療 安 全 教 育 に 取 り 組 む こ と が 必 要 で あ る 。
キ ー ワ ー ド ： 医 療 安 全 教 育 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 、 看 護 学 生 、 学 習 効 果
I . は じ め に
近 年 の 医 療 の 高 度 化 に よ り 、 医 療 機 関 で は 患 者 に 安 全 な 医 療 を 提 供 す る た め 医 療 事 故 防 止 対 策 へ の 様 々 な 取
り 組 み が 行 わ れ 、 他 の 医 療 職 と 同 様 に 看 護 師 に も よ り 高 度 な 看 護 実 践 能 力 が 求 め ら れ て い る 。 そ の た め 看 護 基
礎 教 育 に お い て は 、 看 護 学 生 が 看 護 実 践 能 力 の 質 の 高 い 看 護 を 提 供 で き る こ と を 目 的 に 臨 地 実 習 に お け る 技 術
教 育 の 見 直 し を 含 め 、 新 た な 看 護 の あ り 方 や 看 護 基 礎 教 育 の あ り 方 が 問 わ れ る よ う に な っ た 。
看 護 基 礎 教 育 も 高 度 化 し 看 護 実 践 能 力 が 求 め ら れ る 一 方 、 臨 地 実 習 で は 、 看 護 学 生 の 実 施 で き る 診 療 上 の 補
助 は 限 定 、 縮 小 さ れ て い る ! ) 。 臨 地 実 習 で は 、 保 健 師 助 産 師 看 護 師 法 上 、 無 資 格 者 で あ る 看 護 学 生 が 臨 地 実 習
に お い て 患 者 と 関 わ る こ と に な る 。 そ の た め 看 護 学 生 は 、 臨 地 実 習 中 に 医 療 事 故 の 当 事 者 や 関 係 者 に な る 可 能
性 が あ り 、 看 護 基 礎 教 育 に お け る 医 療 安 全 教 育 の 必 要 性 が 指 摘 さ れ て い る 2 ) 。 さ ら に 、 2 0 0 9 年 に は 看 護 基 礎 教
育 に お い て カ リ キ ュ ラ ム 改 正 が 行 わ れ 、 新 た に 創 設 さ れ た 統 合 分 野 を 医 療 安 全 の 基 礎 的 知 識 を 含 む 内 容 と す る
と 明 記 さ れ 、 多 様 な 患 者 と 複 雑 な 業 務 を 想 定 し た 実 務 的 な 医 療 安 全 教 育 の 必 要 性 が よ り 高 ま っ て い る 。 し か し
な が ら ､ 看 護 基 礎 教 育 に お い て 医 療 安 全 教 育 に 関 す る 体 系 的 な 教 育 プ ロ グ ラ ム が 確 立 さ れ て い る わ け で は な く 、
医 療 安 全 教 育 に 関 す る 研 究 は ま だ 少 な い の が 現 状 で あ る 。
先 行 研 究 で は 、 ヒ ヤ リ ． ハ ッ ト の 実 態 お よ び 発 生 要 因 分 析 3 ） ' ） や 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 体 験 と 学 習 効 果 に 関 す る
報 告 が あ る 5 )6 ) 7 ) 。 看 護 学 生 の 医 療 安 全 の 教 育 方 法 に つ い て は 、 紙 面 や 動 画 教 材 を 事 例 に 用 い た 危 険 予 知 訓 練
や リ フ レ ク シ ヨ ン 8 )， ) 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ' 0 ) を 取 り 入 れ た も の が 報 告 さ れ て い る 。
看 護 基 礎 教 育 に お い て 、 看 護 学 生 の 医 療 安 全 の 認 識 を 高 め る た め に は 、 医 療 安 全 の 教 育 方 法 に つ い て 検 討 す
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る 必 要 が あ る 。 医 療 現 場 の 経 験 の 浅 い 看 護 学 生 に は 、 対 象 者 の 年 齢 や 個 人 特 性 を 深 く 考 え た 危 険 予 測 は 困 難 で
あ る 。 我 々 は 、 看 護 実 践 に 結 び つ い た 危 険 予 知 能 力 の 育 成 や 医 療 安 全 の 認 識 の 向 上 を 目 指 し 、 2 年 次 と 3 年 次
の す べ て の 臨 地 実 習 終 了 後 に ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 を 行 っ て い る 。 こ れ ま で 、 看 護 学 生 の 医 療 安 全 の 認 識 を 高
め る 教 育 方 法 と し て 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 を 長 期 的 に 実 施 し た 効 果 に 関 す る 報 告 は 見 当 た ら な い 。
そ こ で 本 研 究 は 、 医 療 安 全 教 育 の 方 法 を 検 討 す る た め 、 看 護 学 生 の ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 を 1 年 間 継 続 す る
こ と に よ る 学 習 効 果 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。
Ⅱ ､ 研 究 目 的
看 護 学 生 の ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に よ る 学 習 効 果 を 明 ら か に す る 。
Ⅲ ､ 研 究 方 法
1 ． 対 象 者
A 看 護 学 校 （ 3 年 課 程 ） 3 年 次 生 3 5 名 の う ち 協 力 の 同 意 が 得 ら れ た 看 護 学 生 1 0 名 （ 女 性 8 名 、 男 性 2 名 ） で
あ る 。
2 ． 調 査 期 間
平 成 2 1 年 1 月 か ら 1 年 間 に 実 施 し た 臨 地 実 習 に お い て 、 看 護 学 生 （ 以 下 、 学 生 ） が 体 験 し ヒ ヤ リ・ ハ ツ 報 告
会 で 報 告 さ れ た も の に つ い て 調 査 し た 。
グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ー は 、 平 成 2 2 年 1 月 ～ 2 月 の 期 間 に 実 施 し た 。
3 ． 調 査 方 法
1 ) ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 は 平 成 2 1 年 1 月 か ら 1 年 間 実 施 し た 。 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 は 医 療 安 全 教 育 の 講
義 ・ 演 習 と 併 行 し て 行 っ た 。 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 の 運 営 に つ い て は 、 2 年 次 は 教 員 主 導 、 3 年 次 は 学 生 主 導
で 行 っ た 。 医 療 安 全 教 育 の 講 義 内 容 と 方 法 を 表 1 に 示 す 。
表 1 医 療 安 全 教 育 の 講 義 内 容 と 方 法
講 義 内 容
1 ． ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 事 例 分 析 の 実 施
2 ． 分 析 結 果 と 考 察 の 発 表
演 習
1 月
4
2
1 ． イ ン シ デ ン ト ・ ア ク シ デ ン ト に つ い て
2 ． ア サ ー テ イ ブ な 自 己 表 現 の 方 法
1 ． 危 険 因 子 と 事 故 防 止 の 視 点
2 ． 事 故 防 止 の 考 え 方
講 義
● ■ ● P 寺 一 毎 一 ＝ ー 争 一 一 ＝ 口 一 一 一 争
講 義
? ? ?
9 月
1 ． 自 己 モ ニ タ リ ン グ
2 ． グ ル ー プ の 中 の 自 分
3
? ??
1 0 月
4
? ? ? ?
?
1 ． P - m S H F I 几 モ デ ル に よ る エ ラ ー 分 析
一 ■ ‐ P 申 ■ ■ 申 ロ ー 申 ● ‐ 争 申 ■ 毎 申 毎 毎 ＝ 句 寺 寺 ｡ ‐ ■ ‐ 句 寺 一 ？ ＝ ‐ 申 一 宇 ● ｡ ■ ｡ ● ● ● ■ ｡ 。 ● ‐ マ ー ロ マ ー ‐ ‐ ＝ 一 一 ‐ ‐ ‐ ー 申 幸 一 ロ ロ ー ー ー ー ー -
1 ． エ ラ ー 分 析 の 発 表 と 討 議
? ? ?
1 2 月
2 ） 「 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 書 」 へ の 記 載 項 目 は 、 学 生 氏 名 、 実 習 指 導 者 名 、 担 当 教 員 名 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を 起
こ し た 日 時 ・ 場 所 、 事 例 の 影 響 レ ベ ル 、 対 象 者 の 概 要 （ 年 齢 ・ 疾 患 名 ) 、 事 例 の 発 生 経 過 ・ 発 生 状 況 、 ヒ ヤ リ ・
ハ ッ ト お よ び ア ク シ デ ン ト の 原 因 、 事 例 発 生 後 の 対 象 者 の 状 況 と そ の 後 の 対 応 の 結 果 、 事 例 再 発 防 止 に 向 け て
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の 今 後 の 対 応 で あ る 。 事 例 の 影 響 レ ベ ル 分 類 を 表 2 に 示 す 。
表 2 事 例 の 影 響 レ ベ ル 分 類
基 準
レ ベ ル
0 ； エ ラ ー や 医 薬 品 ・ 医 療 用 具 の 不 具 合 が 見 ら れ た が ， 患 者 に は 実 施 さ れ な か っ た
ハ イ リ ス ク I 患 者 へ の 実 害 は な か っ た （ 何 ら か の 影 響 を 与 え た 可 能 性 は 否 定 で き な い ）
1 1 患 者 へ の 実 害 は な か っ た （ 何 ら か の 影 響 を 与 え た 可 能 性 は 否 定 で き な い ）
拠 置 や 治 療 は 行 わ な か っ た
| ( 患 者 観 察 の 強 化 、 バ イ タ ル サ イ ン の 軽 度 変 化 、 安 全 確 認 の た め の 検 査 な ど の 必 要 性 は 生 じ た ）
2
3 a i 簡 単 な 処 置 や 治 療 を 要 し た （ 消 毒 、 湿 布 、 皮 膚 の 縫 合 、 鎮 痛 剤 の 投 与 な ど ）
| 濃 厚 な 処 置 や 治 療 を 要 し た
! ( バ イ タ ル サ イ ン の 高 度 変 化 、 人 工 呼 吸 器 の 装 着 、 手 術 、 入 院 日 数 の 延 長 、 外 来 患 者 の 入 院 、 骨 折 な ど ）
3 b
4 a i 永 続 的 な 傷 害 や 後 遺 症 が 残 っ た が 、 有 意 な 機 能 障 害 や 美 容 上 の 問 題 は 伴 わ な い
4 b ; 永 続 的 な 傷 害 や 後 遺 症 が 残 り 、 有 意 な 機 能 障 害 や 美 容 上 の 問 題 を 伴 う
5 i 死 亡 （ 原 疾 患 の 自 然 経 過 に よ る も の を 除 く ）
3 ） 看 護 学 実 習 概 要
2 年 次 の 1 月 か ら 基 礎 看 護 学 実 習 Ⅱ と 老 年 看 護 学 実 習 の 2 領 域 を 各 3 週 間 行 っ て い る 。3 年 次 の 9 月 か ら 1 0
月 ま で は 、 成 人 看 護 学 実 習 I ( 慢 性 期 ・ 終 末 期 ） と 成 人 看 護 学 実 習 Ⅱ （ 急 性 期 ・ 回 復 期 ） の 2 領 域 を 各 3 週 間
行 っ て い る 。 3 年 次 の 1 2 月 に は 母 性 看 護 学 実 習 、 精 神 看 護 学 実 習 を 行 っ て い る 。
4 ） デ ー タ 収 集 方 法
す べ て の ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 が 終 了 し た 後 に 、 研 究 者 が 作 成 し た イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド を 用 い て 半 構 成 的 面
接 法 で 行 っ た 。
イ ン タ ビ ュ ー 内 容 は 「 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に お け る 学 生 の 学 び 」 と し 、 グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ー は 個 室 で 行
い 、 3 0 ～ 6 0 分 の グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ー （ 以 下 、イ ン タ ビ ュ ー ） と し た 。 学 生 は 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 書 を 手 元
に 持 ち な が ら イ ン タ ビ ュ ー を 受 け た 。 学 生 の 許 可 を 得 て イ ン タ ビ ュ ー 内 容 を 録 音 し た 。
4 ． 分 析 方 法
イ ン タ ビ ュ ー 中 に 学 生 が 語 っ た 「 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に お け る 学 生 の 学 び 」 の 内 容 を 逐 語 録 に 起 こ し 、 繰
り 返 し 目 を と お し 、 文 脈 に 留 意 し な が ら 意 味 の 読 み 取 れ る 単 位 で 抽 出 し た 。 次 に 、 類 似 性 ・ 相 違 性 を 検 討 し な
が ら 、 カ テ ゴ リ ー 化 し た 。 分 析 の 過 程 で 、 質 的 研 究 の 経 験 者 と 研 究 者 で 意 見 の 一 致 を み る ま で 内 容 の 妥 当 性 を
検 討 し た 。
5 ． 倫 理 的 配 慮
研 究 へ の 協 力 を 依 頼 す る 際 は 、 学 生 に は 今 後 の 医 療 安 全 教 育 の 示 唆 を 得 る 目 的 で あ る こ と 、 実 習 評 価 と は 無
関 係 で あ り 拒 否 に よ る 不 利 益 は な い こ と 、 調 査 に よ っ て 得 ら れ た 情 報 を 研 究 以 外 に は 使 用 し な い こ と 、 個 人 の
プ ラ イ バ シ ー を 厳 守 す る こ と 、 強 制 で は な い こ と に つ い て 文 書 お よ び 口 頭 で 説 明 し 、 公 表 す る こ と の 承 諾 を 書
面 で 得 た う え 、 調 査 対 象 施 設 に は 公 表 の 承 諾 を 得 た 。 さ ら に 、 イ ン タ ビ ュ ー 日 程 の 調 整 時 と イ ン タ ビ ュ ー 実 施
前 に 協 力 が 得 ら れ る こ と を 再 度 確 認 し 、 話 し た く な い 内 容 に つ い て は 話 さ な く て よ い こ と 、 イ ン タ ビ ュ ー 内 容
を 録 音 し 分 析 後 に デ ー タ を 消 去 す る こ と を 説 明 し 承 諾 を 得 た 。 イ ン タ ビ ュ ー は 看 護 学 校 内 の 個 室 で 行 い 、 イ ン
タ ビ ュ ー 中 に 他 の 学 生 が 入 室 し な い よ う に 配 慮 し た 。 患 者 情 報 に 関 し て は 、 患 者 個 人 が 特 定 で き な い よ う に 、
年 齢 、 疾 患 名 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 発 生 状 況 と し た 。 な お 、 本 研 究 は 研 究 者 の 所 属 す る 施 設 の 倫 理 審 査 委 員 会 の 審
査 を 受 け 承 認 を 得 た 。
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6 ． 用 語 の 定 義
1 ） イ ン シ デ ン ト ： 思 い が け な い 偶 発 的 事 象 で こ れ に 対 し て 適 切 な 処 理 が 行 わ れ な い と 事 故 に な る 可 能 性 の
あ る 事 象 を 指 す 。 臨 地 で は こ れ を 「 ヒ ヤ リ ． ハ ッ ト 」 と 表 現 す る こ と も あ る ' 1 ) 。
2 ） ア ク シ デ ン ト ： イ ン シ デ ン ト に 気 づ か な か っ た り 、 適 切 な 処 理 が 行 わ れ な か っ た り す る こ と に よ り 傷 害
が 発 生 し 事 故 と な る ' ' ) 。
医 療 事 故 ： 医 療 従 事 者 が 行 う 業 務 上 の 事 故 の う ち 、 過 失 が 存 在 す る も の と 不 可 抗 力 に よ る も の の 両 方 を 含
む 1 2 ) o
3 ） フ ェ ー ズ ： 安 全 活 動 を す る 上 で の 考 え 方 と し て 取 り 入 れ ら れ て い る 。 人 間 の 信 頼 性 は 意 識 に 依 存 し て い
る が 、 こ の 意 識 レ ベ ル を 5 段 階 の フ ェ ー ズ に 分 け た 考 え 方 の こ と で あ る 。 フ ェ ー ズ が 大 き く な る ほ ど 集 中 ・ 緊
張 を し て い る 状 態 を 表 す ' 3 ) 。
（ 1 ） フ ェ ー ズ 0 は 意 識 が な い 時 で 脳 が ま っ た く 動 か な い 状 態 で あ る 。 一 般 的 に い う 「 無 意 識 状 態 ｣ ､ ｢ 失 神 状
態 」 が こ れ に あ た る 。
（ 2 ） フ ェ ー ズ 1 は 意 識 が ぼ け た サ ブ ノ ー マ ル な 状 態 で あ り 、 注 意 や 判 断 が う ま く 働 か ず 、 間 違 い を 起 こ す 確
率 が 極 め て 高 い 。 生 理 的 状 態 的 に は 「 疲 労 時 ｣ 、 「 居 眠 り 」 が こ れ に あ た る 。
（ 3 ） フ ェ ー ズ 2 は 正 常 の レ ベ ル で ノ ー マ ル で あ る が リ ラ ッ ク ス し た 状 態 で あ る 。 行 動 上 は ､ 間 違 い や 操 作 ミ
ス を 起 こ し や す く 、 注 意 が 前 向 き に 働 か な い の で 見 落 と し や 度 忘 れ が で や す い 。 生 理 状 態 的 に は 休 憩 時 、 安 静
状 態 な ど が こ れ に あ た る 。
（ 4 ） フ ェ ー ズ 3 は フ ェ ー ズ 2 と 同 じ く 正 常 状 態 で あ る が こ ち ら は よ り 積 極 的 な フ ェ ー ズ で あ り ､ 脳 が 好 調 に
動 い て い る 状 態 で あ る 。 行 動 上 は 、 仕 事 に 集 中 し て い る 時 で あ り 、 間 違 い や 操 作 ミ ス は ほ と ん ど 起 こ さ な い 。
生 理 状 態 的 に は 、 危 険 作 業 中 、 仕 事 や 家 事 の 意 欲 が 高 い 状 態 が こ れ に あ た る 。
（ 5 ） フ ェ ー ズ 4 は い わ ゆ る 過 緊 張 状 態 の 時 で ､ 緊 張 事 態 に 直 面 し て 慌 て 立 ち す く む 時 や 怒 っ て カ ー つ と 頭 に
血 が 上 る と い う 状 態 で あ る 。 こ の 時 、 注 意 は 目 先 の 一 点 に 凝 結 し 、 記 憶 や 判 断 の 回 線 が 断 ち 切 れ る の で 大 脳 は
パ ニ ッ ク を 起 こ す 。
4 ) P - m S H E L L モ デ ル : P - m S R R I L モ デ ル を 用 い る こ と に よ り 、 事 象 を 複 数 の 視 点 か ら 多 角 的 に 捉 え る こ と
が で き る 。 P - m S H F T L モ デ ル は 、ヒ ュ ー マ ン フ ァ ク タ ー エ 学 で 代 表 と さ れ る S H E L モ デ ル を も と に 、 医 療 へ の
応 用 を 目 的 に 開 発 さ れ た 医 療 事 故 分 析 モ デ ル で あ る 1 4 ) 。 そ の 名 称 は 7 つ の 要 素 の 頭 文 字 で 構 成 さ れ て お り 、 モ
デ ル の 中 心 に は 人 間 ： 当 事 者 ( L i v e w a r e : L ) が 置 か れ 、 そ の 周 り を 、 患 者 ( P a t i e n t : P ) ､ 管 理 ( m a n a g e m e n t :
m ) ､ ソ フ ト( S o f t w a r e : S ) ､ ハ ー ド ( H a r d w a r e : H ) ､ 環 境 ( E n v i r o n m e n t : E ) ､ 人 間 ： 当 事 者 以 外 ( L i v e w a r e :
L ) が 取 り 囲 ん で い る 。 L の 要 素 は と も に 人 間 で あ る が 、 イ ン シ デ ン ト の 「 当 事 者 （ 本 人 ) 」 と そ の 周 囲 の 「 関
係 者 」 に 区 別 さ れ て お り 、 個 人 的 な 要 因 と 対 人 的 な 要 因 を 分 け て 考 え ら れ る よ う に つ く ら れ て い る 。 7 要 素 の
具 体 例 と 学 生 の 場 合 の 一 般 的 な 具 体 例 を 表 3 に 示 す 。
表 3 P - m S H E L L モ デ ル の 構 成 要 素 と 具 体 例
一 般 的 な 具 体 例 （ 学 生 の 場 合 ）
･ 協 力 や 説 明 不 足
･ 理 解 力
･ 疾 患 の 特 性
･ 家 族 の 負 担
･ 患 者 選 択 や 調 整
･ 雰 囲 気 作 り
要 素
P : P a t i e n t( 患 者 ）
具 体 例
･ 病 態 の 急 変
･ 予 測 外 の 行 動
･ 加 齢 や 疾 患 に 伴 う 機 能 低 下
･ 安 全 文 化 の 醸 成
･ 安 全 教 育 の 不 徹 底
･ 経 営 難
･ 手 順 書 、 マ ニ ュ ア ル
･ カ ル テ 、 指 示 票
m : m a n a g e m e n t( 管 理 ）
･ 実 習 要 項 の 記 載 内 容
･ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 時 の 説 明
･ 学 生 間 の 交 流
･ 情 報 不 足
S : S o f t w a r e ( ソ フ ト ウ ェ ア ）
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H : H a r d w a r e( ハ ー ド ウ ェ ア ）
･ 機 器 の イ ン タ ー フ ェ ー ス ・ モ ー ド 切 替
･ 機 器 の 操 作 性
･ 機 器 の 配 置
･ 作 業 環 境 （ 温 度 ・ 湿 度 、 照 明 等 ）
･ ナ ー ス ス テ ー シ ョ ン 等 の 病 棟 内 の 配 置
・ 物 品 の 場 所
・ 浴 室 内 の ナ ー ス コ ー ル
・ 消 潔 ・ 不 潔 の 概 念
・ 看 護 師 の 忙 し さ
・ 学 生 メ ン バ ー 同 士 の 関 係 性
・ 榊 造 へ の 適 応 不 足
・ 危 険 行 動 を 誘 発 す る 環 境 や 不 安 全 な 環 境
・ 学 生 の ケ ア へ の 認 識
・ 教 員 へ の 報 告
・ 注 意 不 足
・ 動 機 づ け や 学 習 不 足
・ 学 生 自 身 の 身 体 的 ・ 精 神 的 状 況 や 不 安 、 理
解 度
・ 患 者 か ら 計 画 外 の 内 容 を 頼 ま れ る こ と
・ 看 護 師 の 不 在
・ 教 員 の 不 在
・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 不 足
E : E n v i r o n m e n t( 環 境 ）
L : L i v e w a r e( 人 間 ： 本 人 ）
･ 個 人 の 身 体 ・ 心 理 ・ 精 神 的 な 状 態
･ 個 人 の 能 力
･ 個 人 の 認 知 ・ 状 況 判 断
L : L i v e w a r e( 人 間 ： 周 囲 の 人 ） ･ チ ー ム 内 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
･ チ ー ム ワ ー ク
・ リ ー ダ ー シ ッ プ
Ⅳ 、 結 果
1 ． 対 象 者 の 概 要
対 象 者 は 3 年 次 の 女 性 8 名 と 男 性 2 名 の 計 1 0 名 で あ っ た ｡ イ ン タ ビ ュ ー 時 間 は 6 0 分 間 で あ っ た ｡ イ ン タ ビ ュ ー
を 行 っ た 時 期 は 、 3 年 次 の 領 域 別 実 習 終 了 後 の 1 月 で あ っ た 。
2 ． ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に お け る 学 生 の 学 び
学 生 が 語 っ た 「 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に お け る 学 生 の 学 び 」 の 逐 語 録 か ら 意 味 内 容 を 分 析 し た 結 果 ､ 1 4 8 記 録
単 位 が 抽 出 さ れ 、 1 2 の サ ブ カ テ ゴ リ ー か ら 5 つ の カ テ ゴ リ ー が 導 き 出 さ れ た （ 表 4 － 1 ， 表 4 - 2 ) 。 以 下 、
【 】 は カ テ ゴ リ ー 、 ［ ］ は サ ブ カ テ ゴ リ ー 、 『 」 は イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ の 部 分 引 用 を 示 す 。
カ テ ゴ リ ー は 、 【 医 療 安 全 の 認 識 の 向 上 】 、 【 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 分 析 の 重 要 性 】 、 【 情 報 共 有 の 重 要 性 】 、 【 ヒ ヤ リ ・
ハ ッ ト 報 告 会 の 重 要 性 】 、 【 自 己 効 力 感 の 向 上 】 で あ っ た 。
【 医 療 安 全 の 認 識 の 向 上 】 は ［ 危 険 予 測 の 重 要 性 ( 1 2 ) ] 、［ ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト に 対 す る 意 識 の 向 上 ( 1 4 ) ] 、［ 良 い
ロ ー ル モ デ ル の 探 索 （ 6 ） ］ の 3 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー で 構 成 さ れ ､ 【 ヒ ヤ リ・ ハ ッ ト 分 析 の 重 要 性 】 は ［ ヒ ヤ リ ・
ハ ッ ト の 傾 向 性 の 理 解 （ 1 3 ) ] ，［ ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 事 例 分 析 の 意 義 （ 6 ） ］ の 2 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー で 構 成 さ れ 、
【 情 報 共 有 の 重 要 性 】 は ［ 情 報 共 有 の 意 義 ( 1 2 ) ] 、［ 報 告 方 法 の 理 解 ( 1 9 ) ] 、［ 組 織 的 な 報 告 経 路 の 理 解 ( 2 ) ]
の 3 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー で 構 成 さ れ 、 【 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 の 重 要 性 】 は ［ 報 告 会 の 運 営 方 法 の 理 解 （ 2 5 ) ] 、
[ ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 の 意 義 （ 1 6 ) ］ の 2 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー で 構 成 さ れ ､ 【 自 己 効 力 感 の 向 上 】 は ［ 学 習 の 重
要 性 （ 7 ） ] ， ［ 学 習 成 果 に 対 す る 満 足 感 ( 1 6 ) ] の 2 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー で 構 成 さ れ た 。
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表 4 － 1 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に よ る 学 生 の 学 び
カ テ ゴ リ ー ： 【 医 療 安 全 の 認 識 の 向 上 】
サ ブ カ テ ゴ リ ー
イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ 部 分 引 用
| ｢ 危 険 を 予 測 し た 援 助 を す る 」
| ｢ 正 確 な 知 識 の 獲 得 」
| ｢ 病 棟 の 特 殊 性 」
| ｢ 報 告 会 で の 学 び を 活 用 し 危 険 を 予 測 し た 行 動 』
! 「 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト が 潜 ん で い る と い う 認 識 を も つ 」
! 『 他 者 の 意 見 を 聞 き 視 点 が 広 が り 危 険 予 測 し や す い 』
# 『 病 棟 に よ っ て 起 こ り や す い ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト の 特 削
[ 危 険 予 測 の 重 要 性 ] ( 1 2 )
[ ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト に 対 す る 意 識 の 向 上 ] ( 1 4 )! 『 小 さ な ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト も 報 告 す る と い う 意 識 を 高 め る 」
i ｢ ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を 意 識 し 臨 地 実 習 に 取 り 組 む 」
i ｢ 学 生 の 責 任 の 重 さ 』
｜ ｢ フ ェ ー ズ 3 の 意 識 水 準 を 維 持 す る 努 力 」
[ 良 い ロ ー ル モ デ ル の 探 索 ］ （ 6 ）
| ｢ 看 護 師 の 行 為 の 安 全 性 に 対 し て の 疑 問 」
| ｢ 看 護 師 の 行 為 の 危 険 性 」
カ テ ゴ リ ー ： 【 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 分 析 の 重 要 性 】
サ ブ カ テ ゴ リ ー
イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ 部 分 引 用
| ｢ 慣 れ が 生 じ る と フ ェ ー ズ が 小 さ く な り ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を 起 こ し や
i す い 」
! 「 フ ェ ー ズ 2 で ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を 起 こ し て い る 」
! ｢ 学 生 が 陥 り や す い ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を 理 解 す る 」
[ ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト の 傾 向 性 の 理 解 ] ( 1 3 )
[ ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 事 例 分 析 の 重 要 性 ］ （ 6 ） ; 『 起 こ っ た こ と を 客 観 的 に 考 察 す る 」
! 『 現 象 に 隠 れ て い る 事 実 を 客 観 的 に 考 察 す る 」
i 『 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 件 数 と 内 容 か ら 注 意 点 と 課 題 を 理 解 す る 」
カ テ ゴ リ ー ： 【 情 報 共 有 の 重 要 性 】
イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ 部 分 引 用
サ ブ カ テ ゴ リ ー
[ 情 報 共 有 の 意 義 ］ （ 1 2 ）
i 『 罪 悪 感 は あ る が 情 報 共 有 の た め に 必 要 で あ る 」 （ 3 年 次 ）
i 『 情 報 共 有 し ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 防 止 を す る 」
i 『 情 報 共 有 し 様 々 な 要 因 を 考 え る 」
[ 報 告 方 法 の 理 解 ] ( 1 9 )
! 『 状 況 説 明 に は 5 W l H の 要 素 が 必 要 で あ る 』
; 『 わ り や す い 報 告 の 仕 方 を 工 夫 す る 」
| 『 報 告 用 紙 に 記 載 さ れ た 事 項 に 沿 っ て 報 告 す る 」
! 『 発 生 し た 経 緯 と 対 処 行 動 を 説 明 す る 」
| 『 組 織 的 な 報 告 経 路 や 対 応 を 理 解 す る 」
[ 組 織 的 な 報 告 の 理 解 ］ （ 2 ）
表 4 － 2 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に よ る 学 生 の 学 び
カ テ ゴ リ ー ： 【 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 の 重 要 性 】
イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ 部 分 引 用
サ ブ カ テ ゴ リ ー
; 『 グ ル ー プ で 共 有 し や す い 報 告 用 紙 を 作 成 す る 」
i 『 学 生 が 発 表 し や す い 進 行 方 を 工 夫 す る 」
i 『 報 告 資 料 の 配 付 、 開 催 時 間 の 工 夫 を す る 」
| 『 司 会 者 は 参 加 者 の 意 見 を 引 き 出 す 」
; 『 司 会 者 は 報 告 会 の 雰 囲 気 作 り を す る j
# 『 目 的 を も っ て 報 告 会 を 運 営 す る 」
i 『 報 告 会 の 運 営 の 難 し さ 』
[ 報 告 会 の 運 営 方 法 の 理 解 ］ （ 2 5 ）
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[ ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 の 意 義 ］ （ 1 6 ）
; ｢ 母 性 、 小 児 、 精 神 、 政 策 医 療 看 護 の 実 習 で 参 考 に し 、 活 用 で き た と き に
# 報 告 会 の 効 果 を 実 感 し た 」
| 『 報 告 会 に 参 加 し 改 善 策 を 話 し 合 う と 視 野 が 広 が る 」
| 『 報 告 会 で 意 見 交 換 し さ ら に 考 え を 深 め る 」
| ｢ 報 告 会 に 参 加 す る か ら 運 営 す る と い う 意 識 の 変 化 」
| ｢ 報 告 会 へ の 積 極 的 な 取 り 組 み 姿 勢 の 変 化 」
| ｢ 対 処 方 法 や 注 意 点 を 考 え る 機 会 に な っ た 」
カ テ ゴ リ ー ： 【 自 己 効 力 感 の 向 上 】
サ ブ カ テ ゴ リ ー
イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ 部 分 引 用
[ 学 習 の 重 要 性 ］ （ 7 ）
i ｢ 多 く の 知 識 を 得 る こ と で 疑 問 が も て 質 問 が で き る 」
! ｢ 報 告 会 の 進 展 に 伴 い 、 さ ら に 多 く の 知 識 を 必 要 と し た 』
! ｢ 講 義 を 受 け る こ と で フ ェ ー ズ な ど の 知 識 が 深 ま っ た 」
i 『 そ の 場 で わ か ら な い こ と を 調 べ る 大 切 さ を 学 ん だ 」
｢ 学 習 成 果 に 対 す る 満 足 感 ] ( 1 6 )
『 報 告 会 の 前 日 は 負 担 に 感 じ た が 、 実 習 で 活 用 で き た 」
｢ 報 告 会 の 運 営 や 学 生 の 無 反 応 時 は 辛 か っ た が 、 後 に な っ て 大 切 だ と 思 っ た 」
｢ 看 護 師 に な っ て か ら も 報 告 会 を 開 催 し た い 」
V . 考 察
1 ． ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に よ る 医 療 安 全 の 認 識 の 変 化
1 ） 危 険 予 測 の 重 要 性
学 生 の ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト の 原 因 と し て は 、 「 注 意 不 足 ｣ 、 「 知 識 ・ 技 術 不 足 ｣ 、 「 危 険 性 の 予 測 が 困 難 」 な ど が あ
る ' 5 ) 。 ま た 、 学 生 の 特 徴 と し て は 、「 知 識 ・ 技 術 不 足 」 と 「 経 験 不 足 」 に よ り 「 危 険 性 の 予 測 が 困 難 」 で あ る こ
と が 報 告 さ れ て い る ' 5 ) 。 つ ま り 、 学 生 の 危 険 予 知 能 力 を 育 成 す る た め に は 、「 知 識 ・ 技 術 不 足 」 や 「 経 験 不 足 」
を 補 う こ と が 必 要 と な る 。
本 研 究 に お い て 学 生 は 、 危 険 予 測 の た め に は 、 「 報 告 会 で の 学 び を 活 用 し 危 険 を 予 測 し た 行 動 」 を す る 、 常 に
｢ ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト が 潜 ん で い る と い う 認 識 を も つ 」 こ と と 捉 え て い る 。 ま た 、 『 病 棟 に よ っ て 起 こ り や す い ヒ ヤ
リ ・ ハ ッ ト の 特 徴 」 や 「 病 棟 の 特 殊 側 を 理 解 し 、 臨 地 実 習 前 に 「 正 確 な 知 識 の 獲 得 」 を す る こ と に よ り 、 「 危
険 を 予 測 し た 援 助 を す る 」 こ と が で き る よ う 、 援 助 時 の 留 意 点 を 確 認 す る こ と が 必 要 と 述 べ て い る 。 さ ら に 、
医 療 安 全 に 関 す る 知 識 を 得 る こ と に よ り 、 学 生 は 『 看 護 師 の 行 為 の 危 険 性 」 に 気 づ き 、 『 看 護 師 の 行 為 の 安 全 性
に 対 す る 疑 問 」 を も ち 、 医 療 安 全 に 対 す る 良 い ロ ー ル モ デ ル を 探 索 し て い る 。 こ の こ と よ り 、 学 生 は 、 危 険 性
を 予 測 す る た め に 必 要 な 知 識 や 経 験 を 積 む 必 要 性 を 認 識 し 、 危 険 予 測 の 重 要 性 を 学 ぶ こ と が で き た と 考 え る 。
2 ） ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト に 対 す る 意 識 の 向 上
学 生 の ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト の 原 因 の 一 つ に 「 注 意 不 足 」 が 挙 げ ら れ る ' 5 ) 。 人 間 の 認 知 的 特 性 と し て 、 関 心 が あ る
も の に は 注 意 を 向 け る が 、 あ る も の に 集 中 す れ ば す る ほ ど 他 へ の 集 中 は 弱 く な る ' ‘ ' ) 。 臨 地 実 習 に お い て 学 生 が
援 助 を 行 う 際 に は 、 援 助 の 一 部 に 意 識 が 集 中 し て し ま う と い う 傾 向 が 見 受 け ら れ る 。 学 生 が 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト
の 原 因 で あ る 「 注 意 不 足 」 に よ る ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を 防 ぐ た め に は 、 フ ェ ー ズ と い う 安 全 活 動 を す る 上 で の 考 え
方 に つ い て 認 識 を 深 め る 必 要 が あ る 。 安 全 活 動 に お い て 人 間 の 信 頼 性 は 意 識 に 依 存 し て い る が 、 フ ェ ー ズ 3 の
意 識 レ ベ ル は 正 常 状 態 で あ り 、 脳 が 好 調 に 動 い て い る 状 態 で あ る 。 行 動 上 は 、 仕 事 に 集 中 し て い る 時 で あ り 、
間 違 い や 操 作 ミ ス は ほ と ん ど 起 こ さ な い レ ベ ル で あ る ' 3 ) 。
本 研 究 に お い て 学 生 は 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を 防 ぐ た め に 「 フ ェ ー ズ 3 の 意 識 水 準 を 維 持 す る 努 力 」 が 必 要 と 述
べ て い る 。 つ ま り 学 生 は 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を 防 ぐ た め に は 、 正 常 な 意 識 レ ベ ル を 維 持 す る 必 要 性 を 認 識 し て い
る と 考 え る 。 ま た 、 臨 地 実 習 に お け る 「 学 生 の 責 任 の 重 さ j を 実 感 し 、 「 小 さ な ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト も 報 告 す る と い
う 意 識 を 高 め ｣ ､ 初 め て の 臨 地 実 習 場 で あ っ て も 報 告 内 容 を 活 用 し 「 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を 意 識 し 臨 地 実 習 に 取 り 組
む 』 と 述 べ て い る 。 こ の こ と よ り 、 学 生 の ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト に 対 す る 意 識 が 向 上 し て い る と 考 え る 。
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3 ） ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 分 析 の 重 要 性
学 生 は 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 書 を 記 載 し 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に 参 加 し て い る 。 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 書 は 、
臨 地 実 習 中 に 発 生 し た ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト に 関 す る 報 告 書 で あ り 、 一 連 の プ ロ セ ス を 学 生 と 教 員 が 共 に 振 り 返 り 、
発 生 時 の 状 況 や 対 応 、 そ の 発 生 要 因 な ど を 分 析 し 、 教 育 的 な 観 点 か ら 再 発 の 防 止 に 努 め る た め に 用 い て い る 。
前 述 し た よ う に 、 様 々 な ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト の 発 生 要 因 の な か で も 「 注 意 不 足 」 は 、 学 生 が 臨 地 実 習 に 慣 れ て き た
頃 に 起 き や す く 、 適 度 な 緊 張 感 を 維 持 す る こ と が ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を 防 ぐ た め に は 必 要 と 考 え ら れ る 。
本 研 究 に お い て 学 生 は 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 事 例 の 分 析 に よ り 、 『 慣 れ が 生 じ る と フ ェ ー ズ が 小 さ く な り ヒ ヤ リ ・
ハ ッ ト を 起 こ し や す い 』 こ と や 『 フ ェ ー ズ 2 で ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を 起 こ し て い る 」 と 述 べ て い る 。 フ ェ ー ズ 2 の
意 識 状 態 は 正 常 で あ る が リ ラ ッ ク ス し た 状 態 で あ る 。 行 動 上 は 、 間 違 い や 操 作 ミ ス を 起 こ し や す く 、 注 意 が 前
向 き に 働 か な い の で 見 落 と し や 度 忘 れ が 生 じ や す く ' 3 ) 、 フ ェ ー ズ が 小 さ く な る ほ ど 集 中 ･ 緊 張 感 を 欠 い た 状 態 と
言 え る 。 つ ま り 学 生 は ､ ヒ ヤ リ ･ ハ ッ ト を 起 こ し や す い フ ェ ー ズ の 段 階 や ど の よ う な 状 況 が フ ェ ー ズ の 段 階 に 影
響 を 及 ぼ す か を 認 識 し た う え で 、 慣 れ や 適 度 な 緊 張 感 を 維 持 す る こ と が で き な い 場 合 に は 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を
起 こ し や す い と い う 、 臨 地 実 習 中 に 起 こ し や す い ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト の 傾 向 性 を 理 解 す る こ と が で き て い る と 考 え
る 。
ま た 、 学 生 は 、 「 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 件 数 と 内 容 か ら 注 意 点 や 課 題 を 理 解 す る 』 こ と が で き て お り 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ
ト 事 例 の 分 析 を す る こ と に よ り 、 『 起 こ っ た こ と を 客 観 的 に 考 察 す る 」 こ と や 「 現 象 に 隠 れ て い る 事 実 を 客 観 的
に 考 察 す る j 必 要 性 を 認 識 し て い る と 考 え る 。 こ の こ と に よ り 、 学 生 は 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 分 析 の 重 要 性 を 学 ぶ
こ と が で き た と 考 え る 。 こ の よ う に 、 学 生 が ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 分 析 を す る こ と は 、 事 象 を 観 察 し 、 一 般 化 し て 得
ら れ た 規 則 性 を 知 識 と し て 蓄 積 し て い く 学 習 過 程 で あ り 、 限 ら れ た 範 囲 の 事 柄 か ら 一 般 化 を 行 う こ と に よ り 知
識 の 幅 が 広 が り 1 6 ) 、 事 象 を 多 面 的 に 捉 え 、よ り 安 全 な 看 護 実 践 に 繋 が る と 考 え る 。
4 ） 情 報 共 有 の 重 要 性
ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を 起 こ す 様 々 な 要 因 に 学 生 の 意 識 が 向 け ら れ ､ か つ 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト の 再 発 を 防 ぐ た め に は 、
情 報 共 有 を す る 必 要 が あ る 。 そ の た め に は ､ ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 書 に 事 例 を 具 体 的 か つ 継 時 的 に 記 載 す る こ と 、
ま た 発 生 要 因 に つ い て は 、 学 生 個 々 の 視 点 に 依 る こ と の な い よ う に 、 P - m S H F T J , モ デ ル を 用 い て 分 析 を 行 う 必
要 が あ る 。
本 研 究 に お い て 学 生 は 、 情 報 共 有 を す る た め に は 『 発 生 し た 経 緯 と 対 処 行 動 を 説 明 す る 』 こ と が 必 要 と 述 べ
て い る 。 そ し て 報 告 時 に は 、 『 報 告 用 紙 に 記 載 さ れ た 事 項 に 沿 っ て 報 告 す る 」 こ と 、 ま た 『 状 況 説 明 に は 5 W I H
の 要 素 が 必 要 」 で あ り 、 『 わ か り や す い 報 告 の 仕 方 を 工 夫 す る 』 こ と が 必 要 と 述 べ て い る 。 こ の こ と よ り 、 学 生
は 、 報 告 の 方 法 を 工 夫 す る こ と に よ り 、 情 報 共 有 を し や す く な る こ と を 理 解 す る こ と が で き て い る と 考 え る 。
報 告 の 方 法 を 工 夫 す る こ と に よ っ て 、 よ り 正 確 に ヒ ヤ リ ･ ハ ッ ト 事 例 を 報 告 す る こ と が 可 能 と な り 、 ヒ ヤ リ ・
ハ ッ ト 発 生 要 因 に つ い て 、 学 生 個 々 の 視 点 に 依 ら ず 、 P - m S H F I L モ デ ル と い う 統 一 さ れ た 見 解 に お い て 、 学 生
や 教 員 が ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を 捉 え る こ と が で き る と 考 え る 。 ま た 、 学 生 は 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 を す る こ と は 、
『 情 報 共 有 し ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 防 止 を す る 」 こ と や 「 情 報 共 有 し 様 々 な 要 因 を 考 え る j た め に 必 要 と 述 べ て い る 。
同 時 に ､ 学 生 は 『 罪 悪 感 は あ る が 情 報 共 有 の た め に 必 要 」 な こ と と し て 情 報 共 有 の 意 義 を 捉 え て い る 。 さ ら に 、
学 校 と 臨 地 実 習 施 設 を 結 ぶ 『 組 織 的 な 報 告 経 路 や 対 応 を 理 解 す る 』 な ど 、 情 報 共 有 の 重 要 性 を 学 ぶ こ と が で き
た と 考 え る 。
以 上 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に お い て 、 学 生 は 医 療 安 全 の 認 識 を 深 め る こ と が で き た と 考 え る 。 し か し な が
ら 、 学 生 が 臨 地 実 習 へ の 慣 れ や 不 適 切 な 緊 張 感 か ら ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト を 起 こ す 可 能 性 は 否 定 で き な い 。 よ っ て 今
後 は 、 臨 地 実 習 中 、 学 生 が 適 度 な 緊 張 感 や 注 意 力 を 維 持 す る こ と が で き る よ う 、 教 員 と 臨 地 指 導 者 が 協 力 し な
が ら 指 導 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。 医 療 現 場 の 経 験 の 浅 い 学 生 に は 、 対 象 者 の 年 齢 や 個 人 特 性 を 深 く 考 え た 危
険 予 測 は 困 難 で あ る 。 臨 地 実 習 に お い て 適 切 な 経 験 を 積 む こ と が で き る よ う 、 教 員 と 臨 地 実 習 指 導 者 が 医 療 安
全 に 対 す る 良 い ロ ー ル モ デ ル を 示 す と と も に 、 学 生 の ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 内 容 を 臨 地 実 習 指 導 者 と 共 有 し 、 教
員 と 臨 地 実 習 指 導 者 が 連 携 し な が ら 医 療 事 故 防 止 に 取 り 組 む こ と が 重 要 と 考 え る 。
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2 ． ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に 対 す る 学 生 の 学 び
1 ） ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 の 重 要 性
ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 は 医 療 安 全 教 育 の 講 義 ・ 演 習 と 併 行 し て 1 年 間 行 っ て い る 。 こ の ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告
会 に お い て 学 生 は 、 す べ て の 臨 地 実 習 に お い て 体 験 し た ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 事 例 を 報 告 し 討 議 し て い る 。 今 回 の ヒ
ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 の 運 営 に つ い て は 、 2 年 次 は 教 員 主 導 で 行 い 、 3 年 次 は 学 生 主 導 で 行 っ て い る 。 そ の た め
学 生 は 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 を 運 営 す る 立 場 と 参 加 者 す る 立 場 の 両 方 を 経 験 し て い る 。
本 研 究 に お い て 学 生 は 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 の 運 営 時 に は 、 『 目 的 を も っ て 報 告 会 を 運 営 す る 」 こ と を 心 が
け ､ 学 生 主 導 で 行 う 経 験 を と お し て 「 報 告 会 の 運 営 の 難 し さ 」 を 実 感 し て い る 。 司 会 者 の 立 場 と し て は 、 『 報 告
資 料 の 配 付 、 開 催 時 間 の 工 夫 を す る 』 こ と や 『 学 生 が 発 表 し や す い 進 行 を 工 夫 す る 」 こ と に 注 意 を は ら い な が
ら 、 「 司 会 者 は 参 加 者 の 意 見 を 引 き 出 す ｣ 、 ま た 「 司 会 者 は 報 告 会 の 雰 囲 気 作 り を す る 」 こ と が 必 要 と 気 づ く こ
と が で き て い る 。 そ の た め に は 、 「 グ ル ー プ で 共 有 し や す い 報 告 用 紙 を 作 成 す る 」 必 要 が あ る な ど 、 よ り 良 い 運
営 方 法 の あ り 方 に つ い て 学 ぶ こ と が で き た と 考 え る 。
一 方 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に 参 加 す る こ と に よ り 、 学 生 は 『 報 告 会 で 意 見 交 換 し さ ら に 考 え を 深 め る 」 こ
と や 『 報 告 会 に 参 加 し 改 善 策 を 話 し 合 う と 視 野 が 広 が る 」 こ と を 実 感 し て い る 。 ま た ､ 学 生 自 身 の ヒ ヤ リ ・ ハ ッ
ト 事 例 の 『 対 処 方 法 や 注 意 点 を 考 え る 機 会 に な っ た 』 こ と や 「 母 性 、 小 児 、 精 神 、 政 策 医 療 看 護 の 実 習 で 参 考
に し 、 活 用 で き た と き に 報 告 会 の 効 果 を 実 感 し た j と 述 べ て い る 。 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 へ の 参 加 の 経 験 を 重
ね る こ と に よ り 、 「 報 告 会 へ の 積 極 的 な 取 り 組 み 姿 勢 の 変 化 」 が 生 ま れ ､ 学 生 は 「 報 告 会 に 参 加 す る か ら 運 営 す
る と い う 意 識 の 変 化 』 を 実 感 す る こ と が で き た と 考 え る 。
学 生 に と っ て 臨 地 実 習 は ス ト レ ス フ ル な 体 験 で あ る ' 7 ) 。 そ の た め 臨 地 実 習 と 併 行 し て ヒ ヤ リ・ ハ ッ ト 報 告 会
を 運 営 す る こ と は 、 学 生 に と っ て 心 理 的 な 負 担 感 を 増 す 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 し か し 、 今 回 の ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト
報 告 会 の 運 営 へ の 取 り 組 み に つ い て は 、 次 第 に 主 体 的 な 姿 勢 が 認 め ら れ て い る 。 こ れ は 、 2 年 次 に お け る ヒ ヤ
リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 の 運 営 を 教 員 が 行 い モ デ ル を 提 示 し た こ と 、 ま た 、 臨 地 実 習 に お い て 、 学 生 が 看 護 実 践 を す
る な か で 様 々 な 経 験 を 積 む こ と が で き 、 医 療 安 全 に 関 す る 知 識 も 豊 富 に な っ た こ と や 最 上 級 生 と し て の 自 覚 が
芽 生 え る 3 年 次 に 学 生 主 導 の 運 営 に シ フ ト し た こ と が 要 因 と し て 考 え ら れ る 。
2 ） 自 己 効 力 感 の 向 上
ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に お け る 成 功 体 験 は 、 学 習 の 動 機 づ け を 維 持 ・ 強 化 で き る 一 方 で 、 学 生 は 、 ヒ ヤ リ ・
ハ ッ ト 報 告 す る こ と で 関 係 者 か ら 非 難 さ れ る の で は な い か 、 と い う こ と が 気 に か か り 、 つ い つ い 報 告 を し そ び
れ た り 、 遅 れ が ち に な る 。 起 こ っ た 事 故 を 隠 す こ と で 、 原 因 が わ か ら な く な り 、 ま た 同 じ 事 故 を 繰 り 返 す こ と
に な る こ と も 報 告 さ れ て い る ' 8 ) 。
本 研 究 に お い て 学 生 は ､ ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 を と お し て ｢ 講 義 を 受 け る こ と で フ ェ ー ズ な ど の 知 識 が 深 ま っ
た 」 こ と を 実 感 し て い る 。 ま た 、 学 生 は 「 多 く の 知 識 を 得 る こ と で 疑 問 が も て 質 問 が で き る 」 よ う に な っ た こ
と 、 『 報 告 会 の 進 展 に 伴 い 、 さ ら に 多 く の 知 識 を 必 要 と し た 」 こ と 、 『 そ の 場 で わ か ら な い こ と を 調 べ る 大 切 さ
を 学 ん だ 」 な ど 、 学 習 の 重 要 性 に 気 づ く こ と が で き て い る 。 さ ら に 、 学 生 は 『 看 護 師 に な っ て か ら も 報 告 会 を
開 催 し た い 」 と 述 べ て お り 、 学 習 成 果 に 対 す る 満 足 感 を も つ こ と が で き て い る と 考 え る 。
一 方 、 学 生 は 『 報 告 会 の 運 営 や 学 生 の 無 反 応 時 は 辛 か っ た が 、 後 に な っ て 大 切 だ と 思 っ た 』 こ と や 「 報 告 前
日 は 負 担 に 感 じ た が ､ 実 習 で 活 用 で き た 』 と 述 べ て い る 。 つ ま り 、 学 生 主 導 に よ る ヒ ヤ リ ･ ハ ッ ト 報 告 会 の 運 営
は 、 学 生 に と っ て 成 功 体 験 ば か り で は な く 、 失 敗 体 験 に 繋 が る 可 能 性 も あ る こ と が 推 察 さ れ る 。
以 上 、 ヒ ヤ リ ･ ハ ッ ト 報 告 会 を と お し て 、 学 生 は 医 療 安 全 に 対 す る 学 び を 深 め る こ と が で き た と 考 え る 。 ヒ ヤ
リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に お い て 、 教 員 が 学 生 と 共 に 丁 寧 に 事 例 を 振 り 返 る プ ロ セ ス そ の も の が 「 医 療 安 全 教 育 の 効
果 」 と し て 期 待 で き る 。 今 回 、 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 と 医 療 安 全 教 育 に 関 す る 講 義 ・ 演 習 を 一 連 の 教 育 プ ロ グ
ラ ム と し た こ と は 、 学 生 の 学 習 活 動 へ の 動 機 づ け と な り 、 医 療 安 全 教 育 の 効 果 を 得 る こ と が で き た と 考 え る 。
し か し な が ら 、 学 生 主 導 に よ る ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 の 運 営 は 、 学 生 に と っ て 成 功 体 験 ば か り で は な く 、 失
上 田 雪 子 ： 看 護 学 生 の ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に よ る 学 習 効 果 1 1
敗 体 験 に 繋 が る 可 能 性 も 否 定 で き な い た め 、 教 員 に よ る 心 理 的 な サ ポ ー ト が 必 要 と な る 。 ま た 、 臨 地 実 習 時 間
以 外 で の ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 の 開 催 は 、 学 生 の 心 理 的 な 負 担 感 を 増 す 可 能 性 が あ る た め 、 臨 地 実 習 時 間 内 で
ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 を 実 施 す る こ と を 検 討 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。
Ⅵ 、 本 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題
本 研 究 は 、 対 象 者 数 が 少 な い た め 、 結 果 を 一 般 化 す る こ と が 困 難 で あ り 、 今 後 の 継 続 的 な 取 り 組 み の な か で
対 象 者 を 蓄 積 し た 検 討 が 必 要 で あ る 。 今 後 は ､ ヒ ヤ リ ･ ハ ッ ト 事 例 の 報 告 内 容 を 2 年 次 と 3 年 次 で 比 較 す る こ と
や 臨 地 実 習 中 の 意 識 レ ベ ル に 影 響 す る 要 因 を 明 ら か に す る 必 要 が あ る 。 ま た ､ ヒ ヤ リ ･ ハ ッ ト 報 告 会 の 開 催 時 期
等 に つ い て も 検 討 す る 必 要 が あ る 。 研 究 手 法 と し て は 、 質 的 な 分 析 だ け で は な く 、 同 時 に 量 的 な 調 査 も 必 要 と
考 え る 。
Ⅶ 、 結 論
看 護 学 生 の ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 に よ る 学 習 効 果 に つ い て 分 析 し た 結 果 、 以 下 の 点 が 明 ら か に な っ た 。
l . 【 医 療 安 全 の 認 識 の 向 上 】 、 【 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 分 析 の 重 要 性 】 、 【 情 報 共 有 の 重 要 性 】 、 【 ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告
会 の 重 要 性 】 、 【 自 己 効 力 感 の 向 上 】 が 抽 出 さ れ た 。
2 ． ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 は 学 生 の 危 険 予 知 能 力 の 向 上 に 影 響 を 与 え て い る 。
3 ． ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 は 学 生 の 医 療 安 全 の 認 識 の 変 化 に 影 響 を 与 え て い る 。
4 ． 臨 地 実 習 時 間 内 に ヒ ヤ リ ・ ハ ッ ト 報 告 会 を 実 施 す る こ と が 必 要 で あ る 。
5 ． 看 護 教 員 と 実 習 指 導 者 が 共 に 医 療 安 全 教 育 に 取 り 組 む こ と が 必 要 で あ る 。
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' ' H i y a r i - h a t t o " r e p o r t m e e t i n g
Y U k i k o U e d a
N o r i k o H a n a k o ' )Y c h i y o M i k a m o t o 2 )
l ) N a t i o n a l H o s p i t a l O r g a n i z a t i o n O k a y a m a M e d i c a l C e n t e r O k a y a m a N u r s i n g A n d M i d w i f e r y S c h o o l
2 ) N a t i o n a l H o s p i t a l O r g a n i z a t i o n H a m a d a m e d i c a l c e n t e r N u r s i n g S c h o o l
T 1 1 e p u r p o s e o f t h i s s m d y i s t o c l a r i f y t h e l e a m i n g e f f b c t d u e t o ' ' H i y a r i - h a t t o ' ' r e p o r t m e e t i n g o f t h e n u r s i n g s m d e n t s . A s
a r e s u l t o f h a v i n g a n a l y z e d i t , n e x t b e c a m e c l e a r .l i m p r o v e m e n t o f t h e r e c o g n i t i o n o f t h e m e d i c a l s a f e t y ] ,[ i m p o r t a n c o f
t h e ' ' H i y a r i - h a t t o ' ' a n a l y s i s ] ,[ i m p o r t a n c e o f t h e i n f b r m a t i o n s h a r i n g ] ,[ i m p o r t a c e o f t h e ' ' H i y a r i - h a t t o ' ' r e p o r t m e e t i n g ] ,
[ i m p r o v e m e n t o f a f e e l i n g o f s e l f e f Y e c t ] e x t r a c t e d . T h e " H i y a r i - h a t t o ! 'r e p o r m e e t i n g a f f e c t s t h e i m p r o v e m e n t o f t h e
d a n g e r o u s p o w e r t o f b r e s e e t h e f i l m r e o f t h e s m d e n t s ・ T h e ' ' H i y a r i - h a t t o ' ' r e p o r t m e e t i n g a f f b c t s t h e c h a n g e o f t h e
r e c o g n i t i o n o f t h e m e d i c a l s a f e t y o f t h e s m d e n t s .I t i s n c e s s a r y t o c a r r y o u t a ' I H i y a r i - h a t t o i 'r e p o r t m e e t n g i n n u r s i n g
s c i e n c e t r a i n i n g t i m e . I t i s n e c e s s a r y f b r a t r a i n i n g l e a d e r t o w r e s t l e w i t h a t e a c h e r o f n u r s i n g f b r m e d i c a l s a f e t y e d u c a t i o n
t o g e t h e m
K e y W o r d s : M e d i c a l s a f e t y e d u c a t i o n ,' ' H i y a r i - h a t o i ' r e p o r t m e e t i n g , n u r s i n g s m d e n t s ,l a m i n g e f f e c t
